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Abstract
Lawsuits related to perfumery and cosmetics are increasing recently in Japan. Especially, products liability （PL） suits 

are important. Among the PL lawsuits, wheat induced anaphylaxy due to hydrolyzed wheat as ingredients, Gefitinib lawsuits 
and rhododenol induced vitiligo are suspected to the smash effects on the number of PL suits in Japan. However, compared 
to PL suits in USA, the number and jurisdictional amount in USA are much larger than those of Japan. Some judgement cas-
es on perfumery and cosmetics PL suits and mal-usage cases in beauty salons are reported briefly in this article.
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はじめに：香粧品を巡る裁判とは

香粧品は，医薬品，医療機器等の品質，有効性および
安全性の確保等に関する法律 2条において，以下のよう
に定義されている。

2　この法律で「医薬部外品」とは，次に掲げる物
であって人体に対する作用が緩和なものをいう。
一　次のイからハまでに掲げる目的のために使用さ
れる物（これらの使用目的のほかに，併せて前項第
二号又は第三号に規定する目的のために使用される
物を除く。）であって機械器具等でないもの
イ　  吐きけその他の不快感又は口臭若しくは体臭
の防止

ロ　あせも，ただれ等の防止
ハ　脱毛の防止，育毛又は除毛
二　略
三　前項第二号又は第三号に規定する目的のために
使用される物（前二号に掲げる物を除く。）のうち，
厚生労働大臣が指定するもの

3　この法律で「化粧品」とは，人の身体を清潔に
し，美化し，魅力を増し，容貌を変え，又は皮膚若
しくは毛髪を健やかに保つために，身体に塗擦，散
布その他これらに類似する方法で使用されることが

目的とされている物で，人体に対する作用が緩和な
物をいう。ただし，これらの使用目的のほかに，第
一項第二号又は第三号に規定する用途に使用される
ことも併せて目的とされている物及び医薬部外品を
除く。

香粧品を巡る裁判は，企業一般としての，価格カルテ
ルや抱き合わせ販売などの独占禁止法問題，製品として
の香粧品による被害救済を求める PL（製造物責任）訴
訟とりわけ集団訴訟（米国では顕著），香粧品の知的財
産を巡る訴訟，香粧品による接触皮膚炎などの治療を
巡って皮膚科医などが巻き込まれるものなどがある。も
ちろん，香粧品の製造元，卸，小売店・医療機関・エス
テなどから消費者にわたる場合の，売掛金，買掛金の回
収を巡る裁判もないわけではないし，米国の FCPA（連
邦海外腐敗行為防止法 The Foreign Corrupt Practices Act 
of 1977, 15 U.S.C. 78 m, et seq.）の問題も生じうる。
判例集などを紐解くと日本での訴訟をみると知的財産
を巡る裁判が多いようであるが，PL（製造物責任　
products liability）訴訟も起こっている。今回の講演では
PL訴訟を中心にお話したので，本稿でも PLの話題に
触れたい。
なお香粧品メーカーが関与している製品では消費者製
品安全法の適応を受ける粧品もあるが，同法第 2条第 1
項において消費生活用製品とは，「主として一般消費者

日本香粧品学会誌　Vol. 39, No. 1, pp. 23–29 （2015）

 中村・平井・田邉法律事務所／ねもと皮膚科
 〒530–0047 大阪府大阪市北区西天満 2–8–1
 大江ビルディング 512号

  連絡先　E-mail: noborutanabe@hotmail.com

Nakamura･Hirai･Tanabe Law Office
（2–8–1, Nishitenma, Kita-ku, Osaka 530–0047, Japan）


